
（第三種郵便物認可） ２０１４年７月５日大阪歯科保険医新聞 （５、15、25日発行）（２）

※資料請求・お問合せは、協会共済部（㉓06-6568-7731）まで。

①最長730日の長期保障！　 　　　　
②掛け金が満期まで変わりません！　
③掛け捨てではありません！　　　　
④自宅療養、代診をおいても給付！　
⑤傷病給付金は非課税！　　　　　　
⑥所得補償保険との重複受給ＯＫ！　
【加入日】　2014年12月１日
【加入申込資格】
① 加入日現在健康で１つの主たる医療機関等で週４日以上かつ
週16日時間以上で業務に従事している。
② 59歳（昭和30年６月２日以降生まれ）までの保険医協会会員
で、約款に同意できる保険医。
※加入（増口）申込みできる方は、上の要件を全て満たす方です。

受
付
期
間
８
月
31
日
ま
で

休
業
保
障

　

福
祉
事
務
所
か
ら
扶
養

照
会
の
書
類
が
届
い
た
と

話
す
の
は
50
歳
代
の
女

性
。
書
面
に
記
さ
れ
た
名

前
は
、
35
年
前
に
両
親
が

離
婚（
Ｄ
Ｖ
が
原
因
）し
て

以
来
、
音
信
不
通
の
父
親

だ
っ
た
。
文
書
は
女
性
の

娘
の
所
に
も
き
て
い
た
。

当
人
に
と
っ
て
は
存
在
す

ら
知
ら
な
い
孫
に
ま
で
、

扶
養
照
会
が
届
け
ら
れ
て

　

働
い
て
は
い
る
が
病
気

を
抱
え
て
い
る
た
め
フ
ル

タ
イ
ム
で
の
就
労
が
難
し

い
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
か

ら
増
収
指
導
を
受
け
、

　

前
代
未
聞
の
事
態
も
起

こ
っ
て
い
る
。
保
護
受
給

者
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
、
１
割
の
自

己
負
担
に
対
し
て
介
護
扶

助
費
が
支
給
さ
れ
る
。
大

阪
市
は
福
祉
用
具
購
入
や

住
宅
改
修
の
際
に
自
己
負

担
を
さ
せ
て
い
た
。
そ
の

件
数
は
、
市

に
よ
る
と
２

０
１
３
年
３

〜
11
月
で
合

計
１
１
３
件

に
達
し
た
。

　

要
介
護
５

の
人
が
シ
ャ

ワ
ー
チ
ェ
ア

の
使
用
を
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ

ー
（
Ｃ
Ｗ
）

に
相
談
す
る

と
、
自
己
負
担
を
求
め
ら

れ
、「
動
け
な
い
ん
だ
か

ら
い
ら
ん
や
ろ
」
と
。

　

職
員
や
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
に
よ
る
医
療
や
介
護
を

抑
制
す
る
言
動
は
後
を
絶

た
な
い
。
▼
歯
が
痛
い
か

ら
受
診
し
た
い
と
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
に
訴
え
る
と

「
口
を
開
け
て
み
ろ
」
と

言
わ
れ
た
（
70
歳
代
女

性
）
▼
区
役
所
か
ら
「
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
品
に
変
更
す

る
よ
う
強
く
求
め
ら
れ
た

（
60
歳
代
女
性
）
▼
往
診

や
訪
問
歯
科
診
療
の
ケ
ア

プ
ラ
ン
に
対
し
て
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
に
「
必
要
な

い
」
と
言
わ
れ
た
。

　

改
悪
「
生
活
保
護
法
」
で

は
、
①
就
労
に
よ
る
自
立
の
促

進
②
健
康
・
生
活
面
等
に
着
目

し
た
支
援
③
不
正
・
不
適
正
受

給
対
策
の
強
化
―
―
と
い
っ
た

受
給
者
に
対
す
る
締
め
付
け
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
医
療
扶

助
の
適
正
化
の
名
の
も
と
で
指

定
医
療
機
関
制
度
の
見
直
し

と
、
指
導
を
強
化
す
る
。

指
定
制
度
の
見
直
し

（
１
）
要
件
及
び
取
消
要
件
を

明
確
化
。
取
消
要
件
：
保
険
医

療
機
関
で
な
く
な
っ
た
と
き

や
、
診
療
報
酬
の
請
求
に
関
し

不
正
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
。

（
２
）
指
定
の
有
効
期
間
（
現

在
は
無
期
限
）
に
つ
い
て
、
６

年
間
の
更
新
制
を
導
入
。

（
３
）
指
定
医
療
機
関
ま
た
は

保
険
医
療
機
関
の
い
ず
れ
か
の

指
定
が
取
り
消
さ
れ
た
際
に
、

両
制
度
間
で
関
連
性
を
持
た
せ

て
対
応
。

（
４
）
過
去
の
不
正
に
も
対
処

で
き
る
よ
う
、
健
康
保
険
の
取

り
扱
い
を
参
考
に
、
現
在
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
指
定
医
療
機

関
の
管
理
者
で
あ
っ
た
者
に
つ

い
て
も
報
告
徴
収
や
検
査
等
の

対
象
と
す
る
。

指
導
体
制
の
強
化

（
１
）
国
（
地
方
厚
生
局
）
に

よ
る
指
導
等
も
実
施
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

（
２
）
厚
生
局
に
指
定
医
療
機

関
に
対
す
る
指
導
等
を
行
う
専

門
の
職
員
を
配
置
す
る
。

後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進

（
１
）
医
師
が
医
学
的
知
見
に

基
づ
き
後
発
医
薬
品
を
使
用
す

こ
と
が
で
き
る
と
認
め
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
被
保
護
者
に
対

し
、
可
能
な
限
り
後
発
医
薬
品

の
使
用
を
促
す
。

各
自
治
体
、
指
定
の
更
新

申
請
書
と
誓
約
書
を
送
付

　

法
改
正
を
受
け
て
各
自
治
体

は
６
月
末
、「
生
活
保
護
法
指

定
医
療
機
関　

更
新
の
申
請

書
」
と
「
誓
約
書
」
を
医
療
機

関
に
送
付
し
た
。
従
来
と
大
き

く
異
な
る
の
は
、
誓
約
書
の
提

出
を
求
め
た
点
だ
。
２
０
１
５

年
６
月
末
ま
で
に
申
請
を
し
な

け
れ
ば
指
定
の
効
力
を
失
う
。

な
お
、
期
日
内
に
申
請
を
忘
れ

た
と
し
て
も
、
改
め
て
申
請
す

る
こ
と
は
で
き
る
。

「
病
気
を
隠
し
て
求
職
活

動
を
し
な
さ
い
、
病
気
な

ん
て
言
う
か
ら
雇
っ
て
も

ら
え
な
い
ん
だ
」
と
言
わ

れ
た
40
歳
代
男
性
。

　

が
ん
治
療
を
終
え
退
院

し
た
ば
か
り
で
、
３
人
の

子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に

週
４
回
、
介
護
の
仕
事
を

し
な
が
ら
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
が
、「
仕
事
を
変

え
て
収
入
を
増
や
せ
」
と

言
わ
れ
た
50
歳
代
女
性
。

　

仕
事
中
に
過
呼
吸
で
倒

れ
、
病
状
が
回
復
せ
ず
退

職
、
家
賃
も
払
え
ず
一
時

は
所
持
金
11
円
に
な
っ
た

30
歳
代
男
性
。
区
役
所
で

は
「
仕
事
を
し
ろ
」
の
一

点
張
り
で
申
請
を
受
け
付

け
ず
。
体
調
不
良
の
な
か

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
活

動
を
５
日
で
６
件
、
面
接

も
受
け
る
が
不
採
用
。
区

役
所
へ
申
請
す
る
が
「
少

な
い
」
と
言
わ
れ
、「
稼
働

（
働
く
）
能
力
不
活
用
」

を
理
由
に
却
下
さ
れ
た
。

　

法
律
で
は
特
別
な
理
由

が
な
い
限
り
申
請
に
対
す

る
決
定
は
14
日
以
内
に
し

な
い
と
い
け
な
い
が
、
却

下
さ
れ
た
の
は
申
請
か
ら

27
日
後
で
あ
っ
た
。

　

生
活
保
護
法
で
は
、
保

護
開
始
前
の
「
指
導
」
は

認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
大
阪
市
は
「
保
護

申
請
時
に
お
け
る
就
労
に

か
か
る
助
言
指
導
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
３
年
前
に

作
り
、「
助
言
指
導
」
と

称
し
て
求
職
活
動
を
事
実

上
強
要
し
、
稼
働
年
齢
層

（
15
〜
64
歳
）
を
生
活
保

護
か
ら
排
除
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
運
用

は
、
橋
下
市
政
に
な
っ
て

強
ま
っ
た
。

い
た
こ
と
に
驚
い
た
と
い

う
。
思
い
出
し
た
く
な
い

過
去
を
、
突
然
一
通
の
通

知
で
突
き
つ
け
ら
れ
た
。

　

扶
養
義
務
者
調
査
の
実

施
要
領
で
、
明
ら
か
に
扶

養
で
き
な
い
場
合
と
し
て

「
20
年
間
音
信
不
通
な
ど
」

と
明
示
。
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
が

あ
っ
た
場
合
は
扶
養
照
会

を
し
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
不
当
な
扶

養
照
会
で
、
扶
養
の
強
要

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　

大
阪
市
は
２
０
１
３
年

11
月
、「
生
活
保
護
受
給

者
に
対
す
る
仕
送
り
額
の

『
め
や
す
』」
を
作
成
。

例
え
ば
、
給
与
所
得
者
が

保
護
受
給
の
親
１
人
を
援

助
す
る
場
合
、
年
収
が
３

０
０
万
円
で
月
２
万
２
千

円
ま
で
と
定
め
て
い
る
。

生
活
保
護
者
と
変
わ
り
な

い
年
収
１
５
０
万
円
の
人

か
ら
も
月
１
万
７
千
円
の

仕
送
り
を
求
め
て
い
る
。

　

元
夫
か
ら
月
２
万
円
の

仕
送
り
を
し
て
も
ら
う
こ

と
で
協
議
離
婚
し
、
扶
養

ず
）
に
一
定
額
の
仕
送
り

を
求
め
ら
れ
る
。
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
の
恣
意
的
な
判

照
会
に
も
回
答
し

た
母
子
家
庭
の
女

性
に
対
し
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
が

「
２
万
円
は
低
過

ぎ
る
、
元
夫
を
区

役
所
に
呼
び
出

す
」と
。

　

扶
養
は
保
護
の

条
件
で
は
な
い
。

「
め
や
す
」が
運

用
さ
れ
れ
ば
、
扶

養
義
務
者
は
年
収

の
み
を
基
準
（
生

活
実
態
を
考
慮
せ

断
で
「
め
や
す
」
が
一
人

歩
き
す
る
危
険
性
が
あ

る
。

親族に求める仕送り額（月額）目安例

親族の年
収。サラ
リーマン

　　仕送り先（生活保護受給世帯）
元妻がシングルマ
ザーで、親族男性
との子ども（15～
19歳）１人の場合

親や兄弟など

150万円 20,000～ 40,000円 　　 ～17,000円
300万円 40,000～ 60,000円 1,000～22,000円
600万円 80,000～100,000円 5,000～34,000円

大阪市の「仕送り額の『めやす』」から

音
信
不
通
で
も

扶
養
照
会
迫
る

背
景
に
市
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

介
護
扶
助
抑
え

１
割
負
担
強
要

「
仕
送
り
額
が
少
な
す
ぎ
る
」

際
立
つ
人
権
侵
害

　改悪「生活保護法」（2013年12月６日、自・公・日本
維新・みんな・生活が賛成）が７月から施行された。大
阪市は数年前から法改正を先取りする形で生活保護に対
する締め付けを強めてきた。５月の大阪市生活保護行政
全国調査では、申請者や受給者への人権侵害とも言える
実態が明らかになった。
　大阪市は昨年、全国の政令指定都市で唯一、生活保護
受給世帯が減少した。高齢世帯は増えているものの、稼
働年齢世帯で減少した。違法性が高い運用で保護を中止
したり、本来申請できる人たちを申請段階でしめだす
〝水際作戦〟が強化されたりしている。

大
阪
市
の
生
活
保
護
の
現
状

　

被
保
護
世
帯
数
（
２
０
１

４
年
１
月
）
は
11
万
７
９
４

１
世
帯
、
対
前
年
同
月
比
99

・
５
％
。
保
護
世
帯
の
う
ち

高
齢
者
世
帯
の
対
前
年
同
月

比
は
１
０
４
％
、
稼
働
年
齢

層
は
同
94
・
７
％
。

大
阪
市
生
活
保
護
行
政
全
国

調
査
団

　

同
市
の
生
活
保
護
行
政
で

生
活
実
態
を
無
視
し
た
就
労

指
導
や
扶
養
義
務
の
強
要
な

ど
、
違
法
性
が
高
い
対
応
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、５
月
28
・
29
日
の
両
日
、

大
阪
市
の
本
庁
を
は
じ
め
西

成
区
や
浪
速
区
な
ど
と
交
渉

し
、
事
実
確
認
と
改
善
を
求

め
た
。
交
渉
は
弁
護
士
が
中

心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

調
査
団
長
は
井
上
英
夫
氏

（
金
沢
大
学
名
誉
教
授
）。

「
病
気
隠
し
て
求
職
活
動
を
」

「
口
開
け
て
み
ろ
」と
Ｃ
Ｗ

大
阪
市
が
作
成
し
た
「
相
談
受
付
票
」。「
申
請
し
た
い
」

の
項
目
が
な
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
活
保
護
行
政
の
改
善
を
訴
え
た
大
阪

市
交
渉
＝
５
月
29
日
、
大
阪
市
内　
　

法
改
正
で
変
わ
る
指
定
の

見
直
し
と
指
導
の
強
化

歪む生活保護行政歪む生活保護行政
―大阪市実態調査から見る――大阪市実態調査から見る―


